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NY マーケットレポート（2016 年 3 月 14 日) 
NY市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、原油価格が大きく下落していることや、米株価が軟調な動きと

なったことが材料視され、ドル円・クロス円は小動きながら軟調な動きとなった。午後には、原油価格が下げ幅を縮小する動きとなったことや、

米株価がプラス圏まで上昇したことを受けて、ドル円・クロス円は値を戻す動きとなった。ただ、日銀や FOMC の政策発表を控えて、全般的

に限定的な動きが続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 113.71  ユーロ/円 126.30  ユーロ/ドル 1.1108 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6165.94 +26.15 
ダウ 

先物ミニ 
17059 -32 

 

 

仏 CAC40 4513.16 +20.37 
S&P 

500 ミニ 
2005.00 -5.50 

 

 

独 DAX 9969.92 +138.79 
NASDAQ 

100 ミニ 
4333.00 -11.50 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月カナダ住宅価格指数（前月比） 0.6％（前回 -0.1%） 

 

2 月カナダ住宅価格指数（前年比） 6.5％（前回 5.9%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月ポーランド マネーサプライ M3（前月比） 0.6％（予想 0.6%・前回 -0.4%） 

 

2 月ポーランド マネーサプライ M3（前年比） 10.0％（予想 10.0%・前回 10.2%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17188.73 -24.58 

ナスダック 4736.04 -12.43 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前週末の大幅上昇を背景に、当面の利益を確定するための売りが優勢となった。また、原油先

物相場が大きく下落したことも影響して、主要株はやや軟調な動きとなった。 

 

 

≪ポイント≫  

 

OPEC（石油輸出国機構）と非加盟産油国は原油の増産凍結について、4 月半ばにドーハで協議する公算が大きいこと

を OPEC 筋が１４日明らかにした。当初は 3 月 20 日にモスクワで開催する予定だったが、関係筋は先週、見送りに

なるとの見通しを示していた。 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17199.95（-13.36）、S&P500 2016.72（-5.47） ナスダック 4745.61（-2.86) 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6174.57 +34.78 

仏 CAC40 4506.59 +13.80 

独 DAX 9990.26 +159.13 

ストック欧州 600指数 344.66 +2.43 

ユーロファースト 300指数 1356.49 +9.02 

スペイン IBEX35指数 9142.70 +52.10 

イタリア FTSE MIB 指数 18981.77 -5.98 

南ア アフリカ全株指数 52471.72 +731.89 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ECB（欧州中央銀行）が決定した追加緩和策が引き続き支援材料となり、主要株価は比較的堅調な

動きが続いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、原油先物の下落を背景に安全資産としての需要が高まり、買いが先行した。前週

末まで続落していたことから、FOMC を前にポジション調整の買い戻しも入った。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.73％（前週末 2.75％）、10 年債が 1.96％（1.98％）、7 年債が 1.76％（1.79％）、 

5 年債が 1.47％（1.49％）、3 年債が 1.14％（1.16％）、2 年債が 0.95％（0.96％）。 

 

 

3：30 

NY 金は、中心限月が前日比 14.30 ドル安の 1 オンス＝1245.10 ドルで取引を終了した。 
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4：35 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.32 ドル安の 1 バレル＝37.18 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1245.10 -14.30 

NY 原油 37.18 -1.32 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、今週の米 FOMC や日銀の金融政策決定会合を前に、一旦利益を確定する売りが優勢となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、イラン石油相が、原油生産量が日量 400 万バレルに達しない限り、増産凍結には加わらない意向を示

したとの報道を受けて、売りが優勢となった。また、OPEC が月報で今年の加盟国産原油に対する需要見通しを下方

修正したことも売り材料となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17229.13 +15.82 17275.07 17161.16 

S&P500種 2019.64 -2.55 2024.57 2012.05 

ナスダック 4750.28 +1.81 4762.27 4731.51 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、前週末の大幅上昇を背景に、当面の利益を確定するための売りが優勢となった。また、原油先物相

場が大きく下落したことも影響して、主要株は軟調な動きとなった。しかし、午後には下げ幅を縮小し、プラス圏

まで上昇する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤に前週末比 52 ドル安まで下落したものの、その後は下げ幅を縮

小し、プラス圏まで上昇する動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 113.81  113.89  113.56  

EUR/JPY 126.37  126.50  126.08  

GBP/JPY 162.81  163.42  162.61  

AUD/JPY 85.45  85.85  85.23  

NZD/JPY 75.86  76.39  75.73  

EUR/USD 1.1105  1.1135  1.1078  

AUD/USD 0.7509  0.7552  0.7492  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表もなく、新規材料に乏しい中、原油価格や米株価の下落を受けて、

ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、終盤には原油価格が下げ幅を縮小し、株価もプラス圏まで上昇し

たことから、ドル円・クロス円は値を戻す動きとなったが、値動きは限定的となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に

加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま

すが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一

切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


